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核燃料サイクル開発機構 東海再処理施設

における計量管理の改善状況

－ に対する計量管理報告の修正について－IAEA

平成１５年４月１日

文 部 科 学 省

科学技術・学術政策局

１．趣 旨

核燃料サイクル開発機構（ ）東海再処理施設において発生していたプルトJNC
（ ） （ ） 、 （ ）ニウム の累積の受払間差異 に関しては 国際原子力機関Pu SRD IAEA※

と協力しつつ、 の要因の更なる精査を行い、過去の計量管理報告を適正なSRD
値にするための作業を進めてきており、その作業の状況を本年１月２８日に原子

力委員会に報告し公表したところである。

今般、 の確認・評価を経て、 に関して、最終的に過去の計量管理報IAEA SRD
告の修正後の数値が確定した。

※東海再処理施設の受払間差異（ ： ）SRD Shipper/Receiver Difference
原子力発電所から払い出された 量の推計値（発電所側において燃焼コードにより計Pu
算）から再処理施設で溶解後に実際の計量を行った 量（入量計量）を差し引いた値。Pu
昭和 年の操業開始から平成 年 月末現在の累積値で に達していたものであ52 14 9 206kg

り、国・ ・ の三者から構成されるワーキンググループにおいて調査・検討を実IAEA JNC
施してきたところ、主な要因として以下のとおり判明していた。

①払出側（発電所側）の要因

・原子炉における 生成量に係る計算コードによる誤差Pu
②受入側（再処理施設側）の要因

Pu・入量計量前のせん断・溶解過程から廃棄される燃料被覆管（ハル）等に付着した

量の過小評価

・発電所側の払出から再処理施設の受入（入量計量）までの貯蔵等の間の の放射性Pu
崩壊による核的損耗

・清澄工程のフィルター洗浄液における不溶解残渣（スラッジ）等の一部として、入

量計量槽を経ずに別ルートで高レベル放射性廃液貯槽に流入していた の存在Pu

２．修正後の受払間差異について

国・ ・ の三者から構成されるワーキンググループにおいて の要IAEA JNC SRD
206kg因について更に精査を行ってきた結果 以下のとおり の確認を経て、 、 、IAEA

となっていた の累積値は最終的な修正後に になった。SRD 59kg

①入量計量前のせん断・溶解過程から廃棄される燃料被覆管（ハル）等に付着

12kgした 量の追加：Pu
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〔説明〕 と米国ロスアラモス国立研究所との共同研究により、中性子線を測定すJNC
ることによりハル等に付着した 量を確認する装置（ハルモニター）を開発しておPu

Puり 当該装置を用いて測定・評価を実施 この評価の結果 ハル等に付着していた、 。 、

量として が追加された。12kg

Pu②発電所側の払出から再処理施設の受入（入量計量）までの貯蔵等の間の

29kgの放射性崩壊により核的損耗した 量の追加：Pu

〔説明〕平成６年以降は、核的損耗を から除くこととしているが、それ以前の核SRD
的損耗量は評価されていなかったもの。平成６年以前の核的損耗分としては で29kg
あることが確認されており、核的損耗として計上することとした。

③入量計量槽を経ずに、清澄工程のフィルター洗浄液における不溶解残渣（ス

ラッジ）等の一部として高レベル放射性廃液貯槽に流入していた 量の特Pu
106kg定：

Pu 94kg〔 〕 、説明 これまでの分析技術の改善を通じて 高レベル放射性廃液貯槽中の 量が

であることが判明した。さらに、既に高レベル放射性廃液貯槽からガラス固化処理

施設（ ）に移送されていた 量について新たに評価を行った結果、 であるTVF Pu 17kg
ことが確認された。

以上より、これまで高レベル放射性廃液貯槽に流入した 量は、ガラス固化分をPu
含め、計 （ ＋ （小数点以下は四捨五入 ）となる。この中には、入量110kg 94kg 17kg ）

計量槽を経た上で抽出工程から流入した と、入量計量槽を経ずに清澄工程から直Pu
Pu 4kg SRD接流入した とが存在するが 評価の結果 前者については となり 今回の、 、 、

の要因となっていた後者については となることが確認された。106kg

以上により、累積 となっていた のうち、計 （ ＋ ＋206kg 147kgSRD 12kg 29kg
）分の要因が確認されたことになり、修正後の累積 は になった106kg SRD 59kg

３．修正後の数値の評価

これまでのワーキンググループの作業により、東海再処理施設において計量管

理上 の主な要因と考えられるすべての課題について、検証が加えられた。SRD
（ ） 、その作業結果に基づいた修正後の累積 ：処理 全量の約 ％ はSRD 59kg Pu 0.9

関連する測定や計算の誤差に照らし妥当な値であると考えられる。

また、これらの修正後の値が妥当であることは、ワーキンググループの作業を

踏まえ、 によって確認されている。IAEA
なお、本件については、国及び により、封じ込め／監視手段の適用や施IAEA

設への査察、更には設計情報の検認や未申告活動探知のための補完的アクセス等

の各種保障措置が適用されており、これらの活動を通じて、 も、転用の恐IAEA
れはないと判断している。
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４．まとめ

と協力して進めた一連の作業により、計量管理上の課題であった東海再IAEA
処理施設における に関しては、上記２．の要因について改善措置が講じらSRD
れるとともに、過去の計量管理報告について最終的に適正な修正ができたものと

考えられる。

しかしながら、修正まで長期間を要したことは反省すべきであり、今回の経験

を踏まえ、今後このような問題が生じた場合は、より迅速な対応に努めることと

したい。

また、引き続き、東海再処理施設における保障措置技術の向上に努めるととも

に、同施設での経験及び知見を六ヶ所再処理施設における保障措置に活かしてい

くこととする。

問い合わせ先

文部科学省 科学技術・学術政策局 原子力安全課 保障措置室

室長 佐伯 浩治（内線：７１３０、直通：０３－５２５３－４０２８）

室長補佐 永井 雅規（内線：７１３１、直通 同上）



使用済燃料

溶解

清澄

せん断

保管廃棄

高放射性固体廃棄物貯蔵
保管廃棄

HALW貯蔵
(7基)

測定済廃棄

受入槽
ガラス固化

高放射性
液体廃棄物
(HALW)

抽出

洗浄液

ハル・端末

HALW濃縮
(蒸発缶)

入量計量槽

主要測定点

燃焼計算誤差

ハル・端末に付着した
プルトニウム：12kg

核的損耗：29kg

フィルタ洗浄液中の
プルトニウム：106kg

測定誤差

フィルタ

原子炉

TRPにおけるSRDの改善:206kg-( 106kg+29kg+12kg) =59kg

（Pu量：94kg)

( Pu量：17kg)

( Pu量：4kg)

注： の値は、今回の改善においてPuの累積SRD 206kgから差し引くこととした値。


